
(1)第 26号 中部 支 部 だ よ り 平成25年 4月 30日

日
学
部
夫
郎
枝

平成 24年度中部支部活動報告書

平
成
二
十
五
年
度

総

会

挨

拶

桜
も
散
り
、

野
山
に
若
葉
の

萌
え
は
じ
め
る

よ
き
気
候
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
て
、
会

員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２４
年
４
月
１８
日
に
開
催
さ

れ
た
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
同
窓
会
中
部
支
部
定
期
総
会
に

お
い
て
、
図
ら
ず
も
支
部
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
い
て
、
早
く
も

一
年

が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

さ
て
、
前
号
の

「中
部
支
部
だ

よ
り

。
第
２５
号
」
に
お
い
て
、
「支

部
長
に
就
任
し
て
…
」
と
題
し
て

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、

『①
本
部
主
催
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
成
功
を
期
す
る
こ
と
。

②

「日
帰
リ
バ
ス
旅
行
』
の
盛

況
を
目
指
す
こ
と
。

③
支
部
活
動
と
分
会
活
動
の
違

覇

長

堀

江

勇

夫

い
を
見
出
し
生
か
す
こ
と
。

④
広
報

「中
部
支
部
だ
よ
り
』

を
、
年
２
回
発
行
す
る
こ
と
。

⑤
四
支
部
交
、流

Ｇ
Ｇ
大
会
の
成

功
を
期
す
る
こ
と
。

⑥
中
部
支
部
Ｇ
Ｇ
大
会
を
有
意

義
に
開
催
す
る
こ
と
。

⑦
本
部
総
務
部
長
の
職
責
の
恙

な
き
を
期
す
る
こ
と
。

③
中
部
支
部
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
、

内
容
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

⑨
魅
力
あ
る
同
窓
会
活
動
と
は
…

を
、
い
つ
も
念
頭
に
置
き
な

が
ら
衆
知
を
形
に
す
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
会
の
規
模
と
意
識
の
バ
ラ

ツ
キ
を
乗
り
超
え
て
、
中
部
支
部

活
動
の
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
に
ヽ

役
員
の
親
睦
を
図
り
つ
つ

一
致
協

力
し
て
、
新
た
な
る
同
窓
会
支
部

の
在
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
』
と
記
し
ま
し
た
。

実
践
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
そ
れ
ぞ
れ
に
、
役
員
は
じ

め
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２５
年
度
も
引
き
続
き
こ
の

方
針
で
、
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
前
述
の
⑨
の
実
践
の
一

つ
と
し
て
、
定
期
総
会
の
持
ち
方

に
つ
い
て
通
年
話
し
合

っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
参
加
率
の
低
い

従
来
型
の
総
会
は
開
催
せ
ず
、
広

報

「中
部
支
部
だ
よ
り
」
紙
上
で

の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
、
「日
帰
り

バ
ス
旅
行

・
Ｇ
Ｇ
大
会
」
な
ど
事

業
面
の
充
実
に
重
点
を
置
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
以
下
の

一
、
平
成
２４
年
度
事
業
経
過

・
会
計
決
算

・
監
査
報
告

二
、
平
成
２５
年
度
事
業
計
画

・
会
計
予
算

三
、
会
則
改
正

等
の
総
会
記
事
を
ご
精
読
い
た

だ
き
ま
し
て
、
新
し
い
取
り
組
み

に
対
す
る
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
と

と
も
に
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

年 月 日 行 事 名 0場 所

24 7 23 本部第 2回常任理事会

24 第 3回役員会 於 :延命荘

8 2 第 1回編集会議

つ
Ｊ 第 1回組織活性化対策委員会

9 本部第 2回総務部会

同窓会活動説明会 米原校

30 第 4回役員会 於 :延命荘

9 5 中部支部だより第25号発行配布

25 組織活性化委員会

10 22 第 5回役員会 於 :延命荘

23 第 3回総務部会

12 日帰 リバス旅行

第 6回役員会 バス旅行車中会議

年 月 日 行 事 名・場 所

24 4 18 中部支部総会 於 :延命荘

22 滋賀県レイカデイア大学同総会本部

平成24年度定期総会議案書配布

5 7 第 1回理事会 於 :延命荘

17 滋賀県レイカデイア大学同総会本部

平成25年度定期総会

県立文化産業交流会館 (米原市)

6 5 第 2回理事会 於 :延命荘

7 日帰 リバス旅行 日程予告チラシ配布

14 本部第 1日本部常任委員会

於 :近江八幡市  「坪清」

7 18 レイカデイア大学街頭宣伝活動参加

20 レイカデイア大学街頭宣伝活動参加



平成25年 4月 30日 中 部 支 部 だ よ 第 26号  (2)

年 月 日 行 事 名・場 所

24 27 第7回役員会 ふれあい運動公園

四支部親善GG大会

(近江八幡支部当番)

「中部支部GG大会を併催」

年 月 日 行 事 名・場 所

25 8 第 8回役員会 於 :延命荘

2 5 第 9回役員会 於 :ほ んま日本料理店

3 第10回役員会

於 :東近江市福祉センター

年 月 日 行 事 名・場 所

25 4 2 第 1回役員会

於 :東近江市福祉センター

12 役員会 於 :東近江市福祉セ ンター

30 中部支部だより第26号発行配布

中部支部総会

於 :「 中部支部だより。第26号」紙上

滋賀県 レイカデイア大学同総会本部

平成25年度定期総会議案書総会出席者のみ配布)

5 10 滋賀県レイカデイア大学同総会本部

平成25年度定期総会

滋賀県長寿福祉センター (草津校 )

平成 25年度中部支部活動計画書

〔収入の部〕 単位 :円

〔支出の部〕

年 月 日 行 事 名 0場 所

25 8 本部総務部会

役員会 於 :東近江市福祉センター

9 3 四支部親善GG大会 (中部支部当番)

「中部支部GG大会を併催」

ふれあい運動公園

10 役員会 於 :東近江市福祉センター

総務部会

12 日帰 リバス旅行

役員会 バス旅行車中会議 (意見交換 )

26 2 役員会 於 :東近江市福祉センター

3 役員会 於 :東近江市福祉センター

収 支 予 算 決 算 書

項 目 平成24年度予算額 平成24年度決算額平成25年度予算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 150,907 150,907 120,354

本 部 会 費 125,400 107,700 114,900 新会員@500× 10名

支 部 会 費 177,000 151,500 162,000 会員 @1,000× 157名
新会員 @500× 10名

総 会 収 入 50,000 41,000 40,000 1,000× 40名Z

活 動 費 350,000 273,000 272,000
親睦旅行 @6,500× 40名
親善 G.G.@300× 20名
4支部 GoG.@300× 20名

雑 収 入 100 33 33 利息

合 計 853,407 724,140 709,287

項  目 平成24年度予算額 平成24年度決算額平成25年度予算額 摘 要

本 部 納 入 会 費 125,400 107,700 114,900 @700× 157名、@500× 10名

総 会 費 80,000 61,771 60,000 昼食、謝礼、記念品

活 動 費 410,000 400,368 450,000

支部だより 60,000
親睦旅行 @6,500× 40名、菓子
親善、4支部 G.G。 茶菓子
入会金助成 @300× 10名

会 議 費 5,500 9,717 10,000 茶、菓子

交 通 費 30,000 2,000 5,000

事 務 費 5,000 1,580 3,000 コピー、事務用品

通 信 費 23,000 5,650 10,000 郵送

慶 弔 費 12,000 15,000 15,000 @3,000× 5名

雑 費 3,500 0 10,000

予 費備 159,007 0 31,387

合 計 853,407 603,786 709,287
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滋賀県レイカディア大学同窓会 中部支部会則

第 1条 (目 的)本会は、会員相互の親睦を図 り、教養を高め、福祉の向上に資し、地域社会に貢献する

ことを目的とする。

第 2条 (名称)本会は、「滋賀県レイカディア大学同窓会中部支部」 と称 し、事務所を支部長宅に置 く。

第 3条 (組織)本会は、滋賀県レイカデイア大学卒業生で、中部地区内の在住者を以つて組織する。中

部支部の範囲は、東近江市 0蒲生郡 。近江八幡市安土地区とする。

第4条 (役員)本会に、次の役員を置く。

1 理事 7名以上・監事 2名
2 支部長 1名 副支部長 2名 (う ち 1名は女性)庶 務会計 1名
①理事は、次の各分会 (八日市・五個荘・能登川・永源寺・安土・ 日野・竜三分会)

の長および支部長が委嘱した副支部長が就任する。

②支部長は、分会長の中から理事会において選出する。

③副支部長及び庶務会計は、支部長が委嘱する。

④監事は、理事会において選出され、会務・会計を監査し総会に意見を添えて報告す

る。尚、支部長の求めに応じて会議に出席する。

⑤役員は、総会において承認を得るものとし、任期は2年とする。

但し、再任は妨げない。補欠による役員の任期は残任期間とする。

⑥同窓会本部の理事は、支部長・副支部長がこれに当たる。

第 5条 (会議)本会は、毎年 1回総会を開催するものとし、必要に応じて理事会 (通称 :役員会)を開

催する。会議は支部長が招集する。

第 6条 (事業)本会の目的を達成するため、講習会、研修会、レクレーション等を行う。本部の行う事

業については、極力これに参加するものとする。

第7条 (会計)本会の経費は、年会費・特別会費・寄付金等を以て支弁する。

①年会費は、19000円 とする。但し、88歳以上の者及び当該年中に88歳になるものは

年会費を免除する。尚、年会費を免除されたとはいえ、会員資格を失うものではない。

②本会の会計年度は、毎年4月 1日 に始まり3月 31日 に終わる。

第8条 (監査)理事会は、年度末において活動報告書・会計収支決算報告書を作成し、監事の監査を受

け、総会に報告しなければならない。

第 9条 (帳簿)本会に、次の帳簿を備える。

会計簿・記録簿・役員名簿 0会員名簿。

第10条 (改廃)本会則の改廃は、総会において出席者の過半数の議決を得るものとする。

以上

附 則

i平成25年 4月 30日 第4条を改正し、役員の定数 0選出方法・分限・任期 0本部理事等の規定を明

確にした。

五平成25年 4月 30日 第 7条を改正し、年会費免除規定を設け、会員資格との関係を明確にした。

面平成25年 4月 30日 第 8条を改正し、監査規定を設け、総会への報告義務を明確にした。

市平成25年 4月 30日 慶弔規定 (旧 。第 9条)を 削除し、会員死亡時の「香典」を廃止した。

以上、平成25年 5月 1日 から施行する。
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私八
日
市
分

二
十
九

安

又
、
今
年
も
忙
し
い
一
年
が
始

ま
り
ま
す
。
二
月
に
入
る
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
、
春
野
菜
の

世
話
と
除
草
に
畑
通
い
が
続
き
ま

す
。
夏
野
菜
、
冬
野
菜
と
雑
草
と

格
闘
し
な
が
ら
美
味
し
い
野
菜
の

収
穫
を
目
指
し
毎
年
頑
張
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
近
所
の
お
年
寄
り

の
方
々
の
様
に
は
う
ま
く
い
か
な

い
の
が
現
状
で
す
。
社
会
福
祉
協

力
委
員
の
活
動
も
三
年
目
に
入
り

毎
月

一
回
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

企
画
に
は
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
が
、

毎
回
三
十
人
程
の
方
が
参
加
し
て

下
さ
い
ま
す
。
市
の
出
前
講
座
や

社
協

の
出
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
を
得
て
十

一
時
か
ら

十
五
時
頃
迄
公
民
館
で
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
事
を
し

て

一
日
を
過
ご
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
る
事
が

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
畑
仕
事
を
す

る
も
、
趣
味
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
す
る
も
、
地
域
の
活
動
に

参
加
す
る
に
も
体
が
健
康
で
な
い

と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ

・
水
泳

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
自
分

に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
仲
間
と
楽

し
く
や
り
な
が
ら
九
十
歳
現
役
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
私

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
月
五

～
六
回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ロ
指
し

て
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
永
年
勤
め
た
会

社
を
定
年
退
職
し
て
程
な
く
、
市

の
広
報
紙
で
レ
イ
カ
デ
イ
ア
大
学

の
こ
と
を
知
り
、
早
速
申
し
込
み

を
し
ま
し
た
が
当
時
は
学
費
が
無

料
で
あ
る
の
に
内
容
は
充
実
し
て

お
り
、
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
は
な
い
文
芸
学
科
に
入

り
ま
し
た
ら
、
教
科
の
中
に

「書

道
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
の
行
く

末
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
の
で

す
。レ

イ
大
を
卒
業
後
、
彦
根
の
あ

る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
書
道
を
続

け
る
こ
と
に
な
り
あ
る
年
、
市
展

に
出
品
し
た
と
こ
ろ
い
き
な
り
賞

を
い
た
だ
け
た
の
で
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
周
囲
に
名
前
を
覚
え

ら
れ
、
自
治
会
の
役
員
選
出
に
私

の
名
前
が
あ
が
り
そ
れ
か
ら
は
、

次
か
ら
次

へ
と
各
種
団
体
の
役
員

を
拝
命
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
昨
春
か
ら
八
日
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
常
勤

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
老
骨

に
鞭
を
打
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ

一
日
も
病
欠
す
る
こ
と
無
く

勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン

は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
指
定
管

理
者
に
な
っ
て
管
理
運
営
を
し
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
民
営
化
で
あ
り

ま
す
の
で
そ
の
特
長
を
活
か
す
よ

う
微
力
を
つ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
元
を
た
だ
せ
ば
、
前
述
の

と
お
リ
レ
イ
大
で
学
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
人
生
が
展
開

し
、
今
日
が
あ
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
私
と
し
ま
し
て
は
大

変
恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
の
仕
事
は
苦
労
も
多
い
が
、
人

の
役
に
立
つ
の
で
や
り
甲
斐
も
あ

る
か
ら
で
す
。

聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
レ
イ

大
同
窓
会
の
会
員
数
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
様
子
で
残
念
で
す
。
改
め

て

「絆
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

く
れ
る
と
良
い
の
に
な
ぁ
と
切
歯

拒
腕
し
て
い
ま
す
。

日
野
分
会
一

三
十
二
期
生

昨
年
の
十
二
月
か
ら
、
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
平
成
二

十
五
年
の
年
明
け
か
ら
も
雪
は
少

な
い
が
、
気
温
の
低
い
日
が
多
く
、

一
月
の
六
日
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
６

度
と
い
う
こ
の
近
い
年
に
な
い
く

ら
い
の
寒
さ
で
し
た
。
レ
イ
カ
デ

イ
ア
大
学
を
終
え
て
早
二
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
地
域
文
化
学
科
で

学
ん
だ
経
験
を
活
か
し
て
、
何
と

か
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
見
た
い
と
、

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
前
に
、
あ
る
切
っ
掛
け
を
得

て
彦
根
城
の
職
員
と
な
り
、
五
年

間
彦
根
城
の
歴
史
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
も

あ
っ
た
の
で

一
層
地
元
の
歴
史
に

興
味
を
抱
き
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
観
光
客
の
多
さ
の
違

い
か
ら
、
お
客
様
と
の
会
話
が
持

て
な
い
こ
と
が
あ
り
、
机
上
の
知

識
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
彦
根
城
の
場
合
は
、
お
客
様

の
質
問
か
ら
知
識
が
広
が
り
、
ど

ん
な
角
度
か
ら
の
質
問
で
も

一
通

り
お
応
え
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
思
う
こ
と
が

一

つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、

「彦
根
城
を
世
界
遺
産

に
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
彦
根

城
は
、
彦
根
市
で
た
だ

一
つ
で
す
。

滋
賀
県
で
た
だ

一
つ
で
す
。
し
か

し
、
彦
根
市
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、

滋
賀
県
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
熱
意

が
足
り
な
い
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
サ
ッ
カ
ー
を
例
に
と
っ

て
見
て
も
弱
い
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー

タ
ー
の
応
援
の
熱
意
に
よ
っ
て
Ｊ

二
か
ら
Ｊ

一
に
昇
格
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

私
も
、
こ
の
古
希
を
機
会
に
蒲

生
氏
郷
の
生
誕
の
地
ヽ
日
野
商
人

の
発
祥
の
地
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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彦
根
市
の
東
北
に
位
置
す
る
佐
　
　
菜
、
少
塩
多
酢
、
少
糖
多
果
、
少

和
山
城
址
、
大
洞
弁
財
天
、
龍
渾
　
　
食
多
噛
、
少
衣
多
浴
、
少
欲
多
施
、

寺
、
清
涼
寺
を
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
　
　
肉
食
よ
り
野
菜
食
、
車
に
乗
る
よ

グ
を
し
ま
し
た
。
在
学
中
校
外
学
　
　
り
歩
く
、
悩
み
を
無
く
し
て
よ
く

習
で
訪
ね
た
事
の
あ
る
曹
洞
宗
の
　
　
寝
る
、
怒
り
を
無
く
し
て
よ
く
笑

清
涼
寺
で
坐
禅
、
法
話
、
写
経
を
　
　
＞つ
、
言
葉
よ
り
行
を
心
掛
け
る
、

さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
　
　
欲
を
少
な
く
し
て
人
へ
の
施
し
を

こ
の
お
寺
は
井
伊
直
政
公
の
戒
名
　
　
心
掛
け
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

よ
り
清
涼
寺
と
称
せ
ら
れ
井
伊
家
　
　
生
活
、
規
則
正
し
い
生
活
、
社
会

の
菩
提
寺
と
な
っ
た
事
、
井
伊
大
　
　
的
役
割
、
良
き
仲
間
が
絡
み
あ
っ

老
参
禅
道
場
、
か
つ
て
こ
の
地
は
　
　
て
毎
日
の
生
活
が
高
ま
る
。
短
時

石
田
三
成
公
の
屋
敷
で
あ
っ
た
事
、
　

間
の
坐
禅
、
法
話
よ
り
多
く
を
学

戦
国
時
代
を
偲
び
乍
、
い
つ
も
は
　
　
ば
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の

お
目
に
か
か
れ
な
い
御
本
尊
や
寂
　
　
生
活
に
少
し
で
も
生
か
し
た
く
思

光
堂
又
最
近
徳
川
家
康
の
お
位
牌
　
　
っ
て
い
ま
す
。

だ
と
言
う
事
が
判
明
し
た
お
位
牌

に
も
お
出
逢
さ
せ
て
頂
き
宝
物
の

数
々
も
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

短
時
間
の
坐
禅
で
は
あ
り
ま
し
た

が
無
の
心
で
仏
道
を
な
ら
う
と
い

う
は
、
自
己
を
な
ら
う
な
り
、
自

己
を
な
ら
う
．と
い
う
は
、
自
己
を

忘
れ
る
と
い
う
は
、
万
法
に
証
せ

ら
れ
る
な
り
、
禅
に
よ
っ
て
心
身

の
修
養
を
体
験
さ
せ
て
頂
く
事
が

出
来
ま
し
た
。
又
毎
日
健
康
な
生

活
を
送
る
信
条
と
し
て
、
少
肉
多

昨
年
か
ら
体
調
を
崩
し
お
医
者

さ
ん
と
心
安
く
な
り
、
あ
る
日
の

こ
と
診
察
待
合
室
に
て
あ
る
冊
子

を
流
し
読
み
し
て
い
る
う
ち
に
目

に
映
っ
た
活
字
が

「恥
を
か
く
」

「汗
を
か
く
」

「字
を
か
く
」
の

見
出
し
に
目
が
と
ま
り
興
味
本
意

に
読
ん
で
み
る
と

恥
を
か
く
　
と
は
赤
恥
を
か
く
で

は
な
く
家
の
中
に
籠

ら
ず
に
外
に
出
て
人

様
と
仲
良
く
ふ
れ
合

い
会
話
交
流
の
す
す

め
。

汗
を
か
く
　
と
は
身
の
丈
に
応
じ

体
操
ス
ポ
ー
ツ
、
散

歩
等
を
通
し
て
体
を

動
か
し
な
さ
い
。

字
を
か
く
　
と
は
日
々
、
何
で
も

よ
い
か
ら
書
き
物
を

せ
よ
。
文
字
を
書
き

な
さ
い
。

こ
の
三
項
目
を
自
分
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
と
中
で
も
苦
手
な
の

は
毛
筆
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ

て
文
字
を
書
き
綴
っ
て
み
よ
う
と

思
う
と
日
常
の
漢
字
が
思
う
よ
う

に
出
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
。
や

む
な
く
パ
ソ
コ
ン
で
漢
字
さ
が
し

を
す
れ
ば
、
と
は
何
を
考
え
て
い

る
の
か
？

し
ば
ら
く
ボ
ケ
ッ
と
し
て
い
る

う
ち
に
居
眠
り
し
た
の
か
、
診
察

の
順
番
待
ち
し
て
い
る
僕
の
名
前

が
呼
ば
れ
た
よ
う
で
ハ
ッ
ト
気
が

つ
い
た
よ
う
な
返
事
を
し
た
そ
う

で
す
。
そ
の
場
の
周
り
の
方
か
ら

は
笑
う
に
笑
え
な
い
と
言
っ
た
様

な
表
情
が
伺
え
て
、
ど
ん
な
光
景

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
す
る

と
我
な
が
ら
笑
え
て
な
ら
な
か
っ

た
。
恥
ず
か
し
い
お
も
い
の
な
か
、

診
察
を
終
え
て
（ボ
チ
ボ
チ
は
じ

ま
っ
て
来
た
の
か
ナ
ー
…
）

そ
ん
な
己
に
い
ま

一
度
こ
の
寒

い
間
に
充
電
を
し
、
喝
を
い
れ
な

け
れ
ば
と
想
い
つ
つ
野
に
山
に
新

し
い
芽
吹
き
の
季
節
を
ま
つ
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
一
人
で

す
。

私
は
男
子

生
徒
の
中
に

紅

一
点
の
存

在
ｒ

万

年

を
修
了
し
、

皆
出
席
で
知
事
さ
ん
の
表
彰
を
受

け
て
、
天
に
舞
い
上
が
る
よ
う
な

喜
び
を
味
わ
っ
た
。

戦
前
、
戦
後
を
惨
め
な
学
生
で

過
ご
し
た
私
の
心
に
戻
り
咲
く
花

の
よ
う
な
二
ヶ
年
で
あ
っ
た
。
園

芸
の
授
業
に
実
技
。
又
、
盆
栽
の

見
学
旅
行
等
々
、
た
の
し
い
思
い

出
が
沢
山
あ
る
。
特
に
必
須
の
授

業
日
は
新
聞
や
雑
誌
に
見
る
有
名

人
の
講
義
が
あ
っ
た
。
今
も
残
る

そ
の
当
時
の
ノ
ー
ト
は
克
明
に
講

義
の
内
容
が
メ
モ
さ
れ
て
い
て
受

講
生
の
当
時
が
思
い
出
さ
れ
る
。

雪
の
日
も
雨
の
降
る
日
も
八
幡

駅
ま
で
路
線
バ
ス
で
出
て
電
車
に

乗
り
、
米
原
駅
よ
り
文
産
会
館
ま

で
街
路
樹
の
下
を
歩
く
楽
し
さ
。

同
期
の
人
達
と
昼
食
時
の
語
ら
い

等
々
。
二
ヶ
年
間
の
思
い
出
は
老

化
さ
れ
て
行
く
私
の
脳
裏
よ
り
離

れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
眠
り

か
け
て
い
る
頭
の
細
胞
を
甦
ら
せ

て
く
れ
る
感
動
の
宝
物
で
あ
る
。

竜
三
分
会

地
域
の
先
輩
に
進
め
ら
れ
、
卒

業
し
て
早
八
年
目
を
迎
え
た
。
友

達
、
仲
間
、
知
人
誘

っ
て
見
た
が

最
終

一
人
で
入
学
、
す
ば
ら
し
い

入
学
式
の
会
場
、
胸
ワ
ク
ワ
ク
、

や
る
気
満
々
今
も
は
っ
き
り
覚
え

て
い
る
。
お
陰
で
今
日
ま
で
自
身

に
目
標
が
も
て
喜
ん
で
い
る
。
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レ
イ
カ
大
学
校
歌
の
如
く
脚

近
江
の
最
中
青
き
湖
、
さ
ざ
な
み

寄
せ
る
軽
き
音
、
い
つ
ま
で
も
尽

き
る
こ
と
な
き
、
そ
の
思
い

簡
単
な
様
で
大
変
難
し
く
、
人

生
の
深
い
思
い
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
様
に
思
う
。

年
令
を
重
ね
る
度
に
物
事
の
考

え
方
も
狭
く
な
り
、
先
を
見
定
め

る
努
力
も
小
さ
く
な
る
。
だ
が
大

学
で
の
楽
し
か
っ
た
二
年
間
を
思

い
出
し
、
同
時
に
培

っ
た
知
識
と

経
験
を
少
し
で
も
生
か
さ
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
廻
り
に

あ
る
普
通
の

「し
あ
わ
せ
」
に
感

謝
し
乍
ら
、
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

竜
王
分
会

二
年
間
の
学
業
を
終
え
、
レ
イ

大
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
活

動
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先

に
、
突
発
性
右
大
腿
骨
頭
壊
死
症

を
発
症
し
、
人
工
肢
関
節
全
置
換

手
術
を
受
け
た
。
胡
座
坐
り
の
禁

止
な
ど

一
定
の
制
約
は
あ
る
が
、

日
常
生
活
に
は
不
便
を
感
じ
な
い

ま
で
に
回
復
し
た
。

し
か
し
、
当
初
目
指
し
た
身
体

を
使
う
地
域
で
の
活
動

（里
山
の

保
全
活
動
な
ど
）
は
出
来
な
く
な

っ
た
の
で
、
考
え
方
を
変
え
、
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い
文
化
的
な
活

動
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
水
墨
画
に
つ
い

て
、
八
十
歳
で
習
い
始
め
て
、
九

十
歳
で
個
展
を
開
く
ま
で
に
上
達

さ
れ
た
人
が
い
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
。
自
分
も
ま
だ
間
に
合
う
と

の
思
い
で
、
公
民
館
の
水
墨
画
同

好
会
の
仲
間
に
加
え
て
も
ら
い
、

七
十
の
手
習
い
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
才
能
の
な
い
者
に
は
、

精
進
を
重
ね
て
も
上
達
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
夢
を
持

っ
て
、

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

日
野
分

三
十
〓

は
じ
め
ま
し
て
昨
年
無
事
？
卒

業
し
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

在
学
中
は
、
あ
ま
り
授
業
に
出

席
で
き
ず
、
残
念
な
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
す
ば
ら
し
い
先
生

様
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
い
ろ
ん
な
場
所
に
行

き
た
い
し
、
聞
き
た
い
し
、
行

動
―
好
奇
心
―
を
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
目
の
前
に
来
て
い
る

「後

期
高
齢
者
」
で
は
な
く
、

「光
輝

高
齢
者
」
と
な
る
為
に
…

や
の
里
で
の
活
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
課
題
学
習
で
の

「無
農

薬

・
健
康
野
菜
づ
く
り
」
の
仲
間

四
名
と
諸
先
輩
二
名
と
合
わ
せ
六

名
で
寄
せ
植
え
教
室
な
ど
の
企

画

・
運
営
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
花
な
ど
余
り
興
味
の

な
い
私
で
し
た
が
地
域
に
貢
献
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
と
思
い
頑
張
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
か
じ
や

の
里
で
は
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、

新
た
に

「か
じ
や
村
民
大
学
」
が

発
足
し
、

「運
動

・
食
事

。
い
き

が
い
」
を
テ
ー
マ
に
三
年
間
で
九

教
室
が
開
講
し
、
地
域
住
民
の
認

知
症
予
防
に
も
生
か
し
て
い
こ
う

と
の
企
画
が
実
施
に
移
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
教
室

（寄
せ
植
え
教
室

・
木
工
教
室

・

パ
ン
、
お
菓
子
教
室

・
パ
ソ
コ
ン

教
室
な
ど
）が
計
画
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
四
月
開
校
を
目
指
し

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
卒
業
し
て
か
ら
、
何
も
し

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
を
引
き
続
き
参
加

方
の
講
義
や
、
個
性
あ
ふ
れ
る
仲

間
達
と
の
出
会
い
は
、
私
の
宝
物

と
な
り
ま
し
た
。
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
で
、
滋
賀
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
認
識
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

滋
賀

・
地
元
の
歴
史

・
自
然
、
び

わ
こ
の
こ
と
を
、
も
っ
と
知
り
た

い
と
強
く
感
じ
ま
す
。
先
輩
の
皆

ボ
ラ
ン
・テ
一イ

寒
さ
も
若
干
和
ら
ぐ
季
節
と
な
　
　
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。

り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
皆
様
方
も
　
　
そ
の
時
の
良
き
指
導
者
に
恵
ま
れ

元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
　
　
た
こ
と
で
す
。

す
。
本
来
な
ら
ば
諸
先
輩
の
皆
様
　
　
　
そ
の
指
導
者
主
催
に
よ
る

「近

に
同
窓
会
だ
よ
り
を
し
て
い
た
だ
　
　
江
園
芸
ク
ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
に

く
の
が
筋
と
思
い
ま
す
が
若
輩
の
　
　
参
加
し
、
樹
木
の
剪
定
、
果
樹
の

私
が
寄
稿
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
　
　
一男
定
や
園
芸
塾
な
ど
に
て
、
寄
せ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
植
え
の
実
技
勉
強
な
ど
を
実
施
に

さ
て
、
早
い
も
の
で
レ
イ
カ
大
　
　
参
加
し
て
い
ま
す
。

米
原
校
園
芸
科
を
昨
年
９
月
末
で
　
　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
分

卒
業
を
し
て
か
ら
４
か
月
を
経
過
　
　
の
庭
園
に
お
け
る
樹
木

（松

・
山

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
花

。
さ
ん
も
く
せ
い
ｏ
柿

。
み

レ
イ
カ
大
の
思
い
出
の
一
つ
に
　
　
か
ん

・
さ
つ
き

。
も
み
じ
な
ど
）

は
勉
学
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間

・
　

の
剪
定
な
ど
は
時
期
に
合
わ
せ
実

友
達
が
出
来
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
　

施
し
て
自
分
の
技
量
も
若
干
な
が

そ
の
仲
間
の
一
部
の
皆
さ
ん
と
園
　
　
ら
向
上
し
た
の
で
は
な
い
か
と
自

芸
の
技
術
を
磨
く
た
め
に
、
在
学
　
　
負
し
て
い
ま
す
。

中
で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
積
　
　
　
も
う

一
方
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
じ
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陶
芸
学
一科
一卒

五
個
荘
分
会
●
二
十
期
生

卒
業
し
た
ら
あ
れ
を
や
ろ
う
、

こ
れ
を
や
ろ
う
‥
。と
思
い
を
巡

ら
し
た
り
。
展
示
会
を
見
学
し
て
、

素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
っ
て
は
、

こ
れ
を
真
似
で
き
な
い
か
な
あ
と

思
っ
た
り
。
友
達
と
会
え
ば
陶
芸

の
話
に
夢
中
に
な
っ
た
り
。
本
の

作
品
写
真
を
見
れ
ば
、
こ
れ
を
作

ろ
う
と
付
箋
を
貼
っ
た
り
。
気
が

付
け
ば
、
陶
芸
の
用
材
も
た
く
さ

ん
増
え
た
こ
と
Ю
…
で
３
年
余
り

く
ろ
」
近
江
八
幡

「
ハ
チ
マ
ン
サ
　
　
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
予
定
し
て

ン
サ
ン
」
湖
北

ｏ
長
浜

「湖
北
二
　
　
お
り
ま
す
。

コ
ニ
コ
」
と
名
付
け
、
活
動
し
て
　
　
　
月
／
１
回
以
上
、
米
原
公
民
館

い
ま
す
。　
ｇ
一日の
松
」
日
野
町

・
　

を
利
用
し
て
打
合
せ
を
し
た
り
、

「沖
の
原
」
東
近
江

「高
月
ほ
の
　
　
先
輩
の
指
導
で
大
道
芸
を
練
習
し

ぼ
の
ホ
ー
ル
」
を
訪
問
し
、
よ
し
　
　
た
り
し
て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
レ

笛
の
吹
奏

・
皿
回
し

ｏ
リ
ズ
ム
体
　
　
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
を
は
か
り
、
加
え
て
メ

操
…
…
施
設
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
　
　
ン
バ
ー
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

楽
し
み
ま
し
た
。
２
月
６
日
に
は
　
　
す
。
同
窓
会
皆
様
の
ご
指
導
を
宜

安
土
豊
浦
公
民
館
で
地
域
の
高
齢
　
　
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
達
は
男
性
五
名
、
女
性
九

名
、
総
勢
十
四
名
の
ク
ラ
ス
で
昨

年
九
月
卒
業
後
も
レ
イ
大
で
の
学

び
を
活
か
し

「出
会
い
」

「は
つ

ら
つ
」

「さ
ん
さ
ん
」
三
十
三
期

生

（さ
ん
さ
ん
）
ク
ラ
ス
全
員
太

陽

（Ｓ
Ｕ
Ｎ
）
の
ご
と
く
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
グ
ル
ー
プ
名
も
燦
々

と
し
、
近
隣
で
住
む
者
で
、
そ
れ

ぞ
れ
東
近
江
豊
郷
、
多
賀

「
て
ぶ

が
過
ぎ
ま
し
た
。
見
渡
す
と
、
同

期
の
友
人
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
個
人
個
人
の
作
陶
カ
ラ
ー
が

出
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し

た
。
な
か
に
は
、
展
示
会
等
で
賞

を
も
ら
う
人
も
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
な
と
た
め
息
が
出
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
私
の
陶
芸
は

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
こ
う
か
目

標
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
は
厳
寒
中
、
作
陶
は
冬
体
み
ノ

で
机
上
で
色
々
な
思
い
を
巡
ら
し

て
い
ま
す
。　
一
つ
、
公
共
の
展
示

会
に
出
品
す
る
た
め
大
き
め
の
壺

を
作
成
す
る
こ
と
。
二
つ
、
自
分

の
作
品
に
カ
ラ
ー
を
出
す
こ
と
。

三
つ
、
陶
芸
は
楽
し
む
も
の
を
忘

れ
な
い
。
四
つ
、
仲
間
で
、
展
示

等
の
機
会
を
持
ち
大
い
に
話
を
す

べ
し
。
老
身
を
労
わ
り
つ
つ
頑
張

っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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希
望
に
満
ち
た
過
ご
し
や

す
い
季
節
が
到
来
し
、
同
時

に
新
し
い
年
度
が
勢
い
よ
く

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

「中
部
支
部
だ
よ
り

。
第

２６
号
」
の
発
行
に
か
か
る
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
会

員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
平
成
２５
年

度
総
会
を
こ
の
紙
上
発
表
に

替
え
る
と
い
う
、
新
し
い
試

み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
に
対
す
る
改
ま
っ
た
気

分
で
お
読
み
下
さ
り
、
別
の

機
会
に
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

が
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
平
成
２５
年
度
は

「四
支
部
親
善
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
開
催
の
当
番
支

部
に
当
た
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

役
員

・
会
員
と
も
ど
も
大
変

な
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―

発
行
責
任
者

―写


